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Ⅱ 計画評価

 
１ 評価方法

本計画の進捗を管理するため、評価指標（定量的な目標値）を設定します。評価指標

は、「第２章 立地適正化の基本的な方針」で定めた立地適正化方針の進捗を測るものと

し、さらに、これらの評価指標の達成により期待される効果の発現を測る指標として、

効果指標（期待される効果）をあわせて設定します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

立地適正化方針 評価指標（定量的な目標値）

 基本方針1
   まちの活力とにぎわいを
　 生み出す都市拠点の形成

　①都市機能の誘導に関わる指標
都市機能誘導施設の立地が誘導又は維持されて

　 いるかを測る指標

効果指標（期待される効果）

　居住に関わる指標
評価指標の目標値を達成していくことで期待

   される居住のしやすさを測る指標

 基本方針2
　 適切な人口密度を持った
　 まとまりのある拠点の形成

　②居住誘導に関わる指標
居住誘導に関わる施策を講ずることにより一定

　 の人口密度が確保できているかを測る指標

　基本方針3
　 拠点へのアクセス性を高める
　 公共交通ネットワークの構築

　③公共交通に関わる指標
  　地域公共交通が使いやすいまちになっている
　　かを測る指標

 基本方針4
　 安全・安心な暮らしを支える
　 都市づくり

　④防災に関わる指標
  　防災指針に関わる施策を講ずることにより地
　　域防災力の向上に寄与しているかを測る指標
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目標達成による効果の発現

 

Ⅰ 計画の進行管理

本計画は、長期的な視点に立って都市構造の転換を推進していくアクションプランとし

ての性格があり、第１１版都市計画運用指針（令和２年９月改定）においても、「おおむね

５年毎に計画に記載された施策・事業の実施状況について調査、分析及び評価を行い、立

地適正化計画の進捗状況や妥当性を精査、検討すべき」とされています。 
本町においても、ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づき、おおむね５年毎に施策の達成状

況や施策による効果等を評価し、計画の進捗状況及び妥当性について、精査、検討してい

くこととします。 
また、上位計画の改定等により都市構造が変化する場合や、都市基盤整備の進捗にあわ

せて都市計画が大きく見直される場合には、誘導区域等の変更も含めた、計画の見直しを

検討します。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

進捗状況の評価・
社会情勢の変化等
を踏まえた
計画の見直し

立地適正化計画の
策定・改訂

計画に基づく
誘導施策の実施

進捗状況の把握・
誘導施策等の評価
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評価指標④ 防災に関わる指標

立地適正化方針を踏まえ、「地域防災力の向上」の達成状況を把握する指標を設定しま

す。目標値は、町民に対して防災意識の高揚と行動変容を促し、「自主防災組織の結成率」 
を高めていくものとして、以下のとおり設定します。 
 

評価指標
現状値

（ （ ）年度）

目標値

（ （ ）年度）

自主防災組織の結成率

４つの「評価指標」の達成に向け各種施策に取り組み、その総合的な成果から下記の「効

果指標」の達成を目指します。

効果指標 居住に関わる指標

本計画に掲げる都市づくりの理念を踏まえ、「縮充のまちづくり」の達成状況を把握す 
る指標を設定します。目標値は、「住環境整備」及び「定住意向」に対する町民満足度と 
し、本指標によりコンパクト・プラス・ネットワークのまちづくりの進捗度を確認しま 
す。 
 

効果指標
現状値

（ （ ）年度）

目標値

（ （ ）年度）

住 環 境 整 備 ％ ％

定 住 意 向 ％ ％

※出典：令和 年度 まちづくり町民意識調査

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 評価指標の設定

立地適正化方針で掲げる４つの基本方針に対応した指標を設定します。 

評価指標① 都市機能の誘導に関わる指標

立地適正化方針を踏まえ、「都市サービスの誘導、集約、高度化」の達成状況を把握す

る指標を設定します。目標値は、「都市機能誘導区域内に立地する誘導施設数」を人口減

少下においても確保するものとして、以下のとおり設定します。

評価指標
現状値

（ （ ）年度）

目標値

（ （ ）年度）

都市機能誘導区域内に

立地する誘導施設数
施設 現状維持

評価指標② 居住誘導に関わる指標

立地適正化方針を踏まえ、「居住の誘導・集積」の達成状況を把握する指標を設定しま

す。目標値は、「居住誘導区域内の人口密度」を人口減少下においても確保するものとし

て、以下のとおり設定します。

評価指標
現状値

（ （ ）年度）

目標値

（ （ ）年度）

居住誘導区域内の人口密度 人 現状維持

評価指標③ 公共交通に関わる指標

立地適正化方針を踏まえ、「公共交通サービス水準の維持、向上」の達成状況を把握す

る指標を設定します。目標値は、公共交通の利用促進を図り、「コミュニティバスの利用 
者数」の増加を目指していくものとして、以下のとおり設定します。 
 

評価指標
現状値

（ （ ）年度）

目標値

（ （ ）年度）

コミュニティバスの

利用者数
人 年 人 年
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立地適正化方針を踏まえ、「地域防災力の向上」の達成状況を把握する指標を設定しま

す。目標値は、町民に対して防災意識の高揚と行動変容を促し、「自主防災組織の結成率」 
を高めていくものとして、以下のとおり設定します。 
 

評価指標
現状値

（ （ ）年度）

目標値

（ （ ）年度）

自主防災組織の結成率

４つの「評価指標」の達成に向け各種施策に取り組み、その総合的な成果から下記の「効

果指標」の達成を目指します。

効果指標 居住に関わる指標

本計画に掲げる都市づくりの理念を踏まえ、「縮充のまちづくり」の達成状況を把握す 
る指標を設定します。目標値は、「住環境整備」及び「定住意向」に対する町民満足度と 
し、本指標によりコンパクト・プラス・ネットワークのまちづくりの進捗度を確認しま 
す。 
 

効果指標
現状値

（ （ ）年度）

目標値

（ （ ）年度）

住 環 境 整 備 ％ ％

定 住 意 向 ％ ％

※出典：令和 年度 まちづくり町民意識調査

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 評価指標の設定

立地適正化方針で掲げる４つの基本方針に対応した指標を設定します。 
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評価指標③ 公共交通に関わる指標

立地適正化方針を踏まえ、「公共交通サービス水準の維持、向上」の達成状況を把握す

る指標を設定します。目標値は、公共交通の利用促進を図り、「コミュニティバスの利用 
者数」の増加を目指していくものとして、以下のとおり設定します。 
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Ⅲ 計画推進の体制

 
人口減少に伴う町税の減収や公共施設の維持管理費用の増大により、財政的な制約が見 

込まれるなかで、目指すべき将来都市構造を実現させるためには、本計画を計画的かつ効

果的に推進していく必要があります。 
以下に示す２つの観点から計画の推進を図ります。 
 

（１）協働・連携によるまちづくりの推進

町民・事業者・行政が適切な役割と責任を果たしながら、互いに協力し、力を合わせ

てまちづくりを進めていく、協働によるまちづくりを推進します。 
また、国、道及び周辺自治体との連携・調整を図りながら、本町の発展に必要な施策

や事業等の推進に努めます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）民間活力の導入

ＰＰＰ／ＰＦＩといった事業者が有している知識や経験、資本等による民間活力の導

入を踏まえたまちづくりの手法を今後の整備目的・内容に応じて検討していきます。 
 
 

連 携

町 民 事業者

協 働

行 政

国 道周辺自治体
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